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画状況、日本の 2020UD 行動計画で謳われた(仮称)障害者評価会議などを解明します。 
 
研究シーズの内容 
本研究は、2009 年から 2014 年まで実施した「日本、中国、韓国における高齢化とバリアフリー環境
整備に関する研究」(科研基金助成)の成果を継承し、バリアフリー、ユニバーサルデザイン技術の開発
と実際のデザインプロセスに必要不可欠なユーザー参加の手法について、東アジア諸国(中国、韓国、





































専門家体制(外部 2 名、内部 1
名）で予備バリアフリー審査を行
う、次に審議委員会(本認証）で
は多くの障害者団体(肢体不自
由 、視覚障害者）が参加して任
書評価を実施する。 
■バリアフリー法適合確認業務
の障害者団体委任：2015/7 月
の改正により自治体が運用。 
